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4(金 )

6(日 )

13(日 )…

19(土)…

20(日 )・・.

23(水・祝 )

27(日 )・・.

12月 のバードカレンダー
・平日・北本自然観察公園

・三番瀬/多摩川/東京港野鳥公園
.善福寺公園

・多磨霊園/新浜

・彩湖道満Young with Birder/清 澄庭園

・谷津干潟/明治神宮

|…光が丘公園探鳥会・秋のシリーズその4
・葛西臨海公園/高尾山

今月号ピックアップ

◆野鳥Tokyo/3ページ
「原点回帰」

◆野鳥の保護研究/10ページ
「『日野自動車グリーンファンド』の

平成27年度助成が決定」
「野鳥の保護研究基金に、
ご寄付ありがとうございました」

◆研究部レポート/16ページ
「越冬期調査1・ カモを中心とした個体数調査」
「東京23区のオオタカ・ノスリー斉調査。第2回」

◆野鳥おもしろ羽根の名クイズ/20ページ
「多摩川河回の羽」

本誌は資源保護のため再生紙を使用 しています
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原点回帰

先が見通せなくなった時には、出発点に立ち返

るのがよさそうだ。座標軸の原点に戻ってみると

現在の立ち位置がよく分かり、進むべき方向が見

えてくる。個人でも組織でも、壁にぶつかり分岐

点に立たされたときは、最も大切なものは何か、

目指してきた理想は何かを振り返り、原点に立っ

て考えてみる。これを「原点回帰法」という。と

言っても、勝手にそうネーミングしてみたにすぎ

ないのだが……。

数年前に古稀を迎えたとき、自分の原点を振 り

返ってみた。それは生まれ育った群馬の山村であ

り、野鳥との出会いであった。戸籍によれば、群

馬と長野の県境に近い標高1066mの 硫黄鉱山で出

生、中学を卒業するまで山村で育った。少年時代

を過ごした昭和20～30年代は、雪の山野でホオジ

ロやノウサギを捕獲するのが楽しみの一つだっ

た。が、「ある出来事」を体験してより、鳥の捕

獲は止め、鳥の生態観察や自然観察の道を歩むこ

とになった。

昭和20～30年代の日本の自然は、戦時中の森林

伐採により荒廃しきっていた。山は保水力を失い、

キヤサリーン台風やキテイー台風などの大洪水に

見舞われた。いつの時代も、日本の自然保護の原

点は「治山治水」にある。当時の日本を統治して

いたのはGHQであり、日本の野生鳥獣の保護管

理を担当していたオースチン博士の提言により、

欧米流の自然保護策が導入された。その一つが

Tree day(日 本では全国植樹祭)であり、もう一

つがBird day(後 にBird week)で ある。回土を守

るために山野を緑化し、その樹木を守るための野

鳥の役割を重視したのだ。

「樹木と鳥が国土を守る」というのが、オース

テン流の哲学であった。警察力の及びにくい山野

にあっては、「法律だけでは自然は守れない」「心

から鳥を愛する子どもを育てることが何よりも重

要」という理念が根底にあった。文部省や林野庁

は、児童生徒の野鳥保護意識を高めるために1951

年から「巣箱を利用した野鳥の観察コンクール」

都市鳥研究会顧問  唐沢 孝一

を実施 した。「ある出来事」 と記 したのは、恩師

である理科の先生の勧めに より、中学生だった私

はコンクールに応募すべ く裏山に巣箱をかけてシ

ジユウカラの繁殖を観察し、鳥の魅力にとりつか

れてしまった。私と鳥を結びつけた原点はここに

あ り、その後の人生をも決定づけたように思う。

「教育」が一人の少年の生き方を変えたのである。

一方、1934(昭和 9)年創立の「日本野鳥の会」は、

創始者である中西悟堂先生を抜 きには語れまい.

野鳥研究家にして文学者・宗教家であり、幅広い

交友関係が活動を支えた。カスミ網禁止の法制化、

空気銃の規制、サンクチュアリーの設置など、社

会全体に広 く訴えつつ会長みずから保護活動の先

頭に立ったcま た、日本には鳥関係の組織がいく

つ もあるc学術研究を主軸 とした 日本鳥学会 (

1912年 創立 )、 愛鳥教育や自然教育に重きをおい

た日本鳥類保護連盟 (1947年設立 )、 膨大な標本

や文献資料を所蔵 し、研究や保護活動を展開する

山階鳥類研究所 (1942年設立)等々である。どの

組織 も発足時に高く掲げた独 自の理念があり、創

設者らの熱い思いがある。こうした鳥関係の団体

と連携しつつ、鳥類保護の中核的な活動を展開し

てきたのが日本野鳥の会とその地方組織 (支部)で

あった。2020年東京オリンピックのカヌー会場の

候補地を変更させた「日本野鳥の会東京」の活動

は、久々に見せた「原点回帰」だったように思う

のだが、どうであろうか。
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